4 生活環境影響調査項目

4.1  生活環境影響調査項目の選定等
最終処分場の変更（拡張）に関する生活環境影響要因と生活環境影響調査項目の関連を整理し、生活環境影響評価項目を選定した結果を表4-1に示す。
なお、選定に当たっては、設置時の生活環境影響評価項目を基本とするとともに、環境省の「廃棄物処理施設生活環境影響調査指針」（以下「調査指針」という。）が平成18年9月に改定されたことを考慮して選定した。

また、予測・評価に当たっては、既に供用されている最終処分場の変更であることから、処分場周辺の環境の現況調査結果を踏まえるとともに、設置時の予測結果も参考にして、予測・評価を行った。
表4-1  生活環境影響要因と生活環境影響調査項目
	調査
事項
	生活環境影響要因
生活環境影響調査項目
	施設からの浸出水の流出、又は浸出液処理設からの処理水の放流
	最終処分場の存在
	施設（浸出液処理設備）の稼働
	埋立作業
	施設（埋立地）からの悪臭の
発生
	廃棄物運搬車両の走行

	大気質
	粉じん
	
	
	
	○
	
	

	
	二酸化窒素（NO2）
	
	
	
	◎
	
	○

	
	浮遊粒子状物質（SPM）
	
	
	
	◎
	
	○

	騒音
	騒音レベル
	
	
	○
	○
	
	○

	振動
	振動レベル
	
	
	○
	○
	
	○

	悪臭
	特定悪臭物質濃度
	
	
	◎
	
	○
	

	水質
	生物化学的酸素要求量（BOD）
	○
	
	
	
	
	

	
	化学的酸素要求量（COD）
	○
	
	
	
	
	

	
	全窒素（T-N）、全りん（T-P）
	○
	
	
	
	
	

	
	ダイオキシン類
	○
	
	
	
	
	

	
	浮遊物質量（SS）
	○
	
	
	
	
	

	
	その他必要な項目（健康項目）
	○
	
	
	
	
	

	地下水
	地下水の流れ
	
	●
	
	
	
	


注）○：「廃棄物処理施設　生活環境影響調査指針（平成18年9月）」（環境省 大臣官房 廃棄物・リサイクル対策部）の中で、陸上埋立・管理型最終処分場の標準項目とされており、生活環境影響調査項目として選定したもの。

◎：「廃棄物処理施設　生活環境影響調査指針（平成18年9月）」（環境省 大臣官房 廃棄物・リサイクル対策部）の中で、陸上埋立・管理型最終処分場の標準項目とはなっていないが、生活環境影響調査項目として選定したもの。

●：「廃棄物処理施設　生活環境影響調査指針（平成18年9月）」（環境省 大臣官房 廃棄物・リサイクル対策部）の中で、陸上埋立・管理型最終処分場の標準項目とされているが、生活環境影響調査項目として選定しなかったもの。

4.2  生活環境影響調査項目として選定しなかった理由
4.2.1  地下水の流れ
今回の拡張部分は、現在稼動している最終処分場に隣接しており、また、頂上付近に位置することから、表層水等の水の流れは現施設と同様である。現地下水位の高さは、図4-1に示すとおり、拡張部分の施工底盤高さよりも約18m低い位置にあることから、地下水脈への影響はない。また、地下水の流れは、図4-2に示すとおり、事業地内を南東から北西側に流れており、周辺の集落（事業地より北東側約180m）と反対方向に流れている。

以上のことから、拡張による地下水への流れの影響は小さいと考えられ、生活環境影響調査項目として選定しなかった。
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　　図 4-3　大気質の影響の調査対象範囲
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図4-1  現地下水位の高さ及び拡張部分の施工底盤高さ等（断面⑬－⑬）

[image: image2.emf]大津川橋


図4-2  地下水の流れ等

4.3  生活環境影響調査を行う地域の範囲
生活環境影響調査を行う地域の範囲については、各項目について、変更後の最終処分場の稼動に伴う生活環境影響要因の内容や規模、地域の特性や設置時の調査範囲等を考慮し、以下のように設定した。
4.3.1  大気質
（１）埋立作業

建設機械の使用に伴う大気質による影響の調査対象地域は、予測条件とする建設機械の最大稼動条件が設置時の予測条件と同じであることから、設置時の調査と同様に、現在の施設内で稼動している建設機械からの大気汚染物質の影響があると考えられる処分場周辺（東西２km×南北２kmの範囲　図4-3参照）とした。

また、覆土等からの粉じんの影響についても、設置時の調査と同様に、処分場周辺とした。
（東西２km、南北２kmの範囲を四角く囲む）
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図4-3  大気汚染の影響の調査対象範囲

（２）廃棄物運搬車両の走行
　　　　　廃棄物運搬車両の走行に伴う大気質の調査対象地域は、廃棄物運搬車両の走行ルートとその沿道の住居等の立地状況を考慮して設定した。

　　　　　廃棄物運搬車両の走行ルートは、図3-3に示したとおり、以下の３ルートであるが、運搬車両が最も集中する松尾山農道の沿道には、住居等は存在しない。

　　　　　以上のことから、廃棄物運搬車両の影響についても、設置時の調査と同様に、住居や人が集まる施設等への影響が考えられるルート①の市道唐国久井線沿道地域及びルート②・③の大阪外環状線（一般国道170号）沿道地域を調査対象とした。

　　　　　ルート①：阪和自動車道・市道唐国久井線を利用する運搬車両

　　　　　　・阪和自動車道→市道唐国久井線→大阪外環状線（一般国道170号）→松尾山農道→事業計画地

　　　　　ルート②：貝塚方面より大阪外環状線（一般国道170号）を利用する運搬車両

　　　　　　・大阪外環状線（一般国道170号）→松尾山農道→事業計画地

　　　　　ルート③：堺方面より大阪外環状線（一般国道170号）を利用する運搬車両

　　　　　　・大阪外環状線（一般国道170号）→松尾山農道→事業計画地

4.3.2  騒音・振動
（１）施設（浸出水処理設備）の稼働及び埋立作業

施設（浸出水処理設備）の稼働及び埋立作業での建設機械の使用に伴う騒音・振動の調査対象地域は、敷地境界から100m以内注）に保全対象施設がないことから周辺の住居を考慮し、設置時の調査と同様に、最終処分場の周辺地域とした。

注）調査指針では、騒音に係る調査対象地域については、「埋立作業機械及び施設の稼動による影響の調査対象地域は、対象音源から発生する騒音が距離減衰式等により相当程度変化すると考えられる地域であって、人家等が存在する地域とし、敷地境界からおおむね100mまでの範囲とする。」と記載されている。また、振動に係る調査地域については、「騒音と同様の考え方により設定する。」と記載されている。

（２）廃棄物運搬車両の走行

廃棄物運搬車両の走行に伴う騒音・振動の調査対象地域は、廃棄物運搬車両の走行ルートとその沿道の住居等の立地状況を考慮し、大気質と同様に、ルート①の市道唐国久井線沿道地域及びルート②・③の大阪外環状線（一般国道170号）沿道地域を調査対象とした。

4.3.3  悪　臭（浸出水処理設備の稼働及び埋立地からの悪臭の発生）
施設（浸出水処理設備）の稼働及び施設（埋立地）に伴う悪臭の調査対象地域は、周辺の住居を考慮し、設置時の調査と同様に、最終処分場の周辺地域とした。

4.3.4  水質（浸出水処理設備からの処理水の放流）
事業計画地から排水された水は図4-4に示す流下経路で大阪湾に至る。まず、事業計画地から排水された水は、沢を通って新池上から新池下に流入したあと、さらに沢・水路等を経由して槇尾川に流入する。
「平成19年度　大阪府域河川等水質調査結果報告書」によると、槇尾川では下流の繁和橋、さらに下流の大津川では高津取水口及び大津川橋で流量及び水質の観測がされており、その最小流量は表4-2に示すとおり、高津取水口で0.20m3/s (17,300m3/日)であった。

この地点では、最終処分場の浸出水処理設備の処理能力の最大放流量(150m3/日)が約120倍に希釈されることから、設置時の調査と同様に、大津川の高津取水口までを調査対象範囲とした。
表4-2  槇尾川（繁和橋）及び大津川（高津取水口・大津川橋）流量観測結果

	年度
	観測地点名
	観測回数
	流量(m3/s)

	
	
	
	最小～最大
	平均値

	平成19年度
	繁和橋
	12回／年
	0.03～0.33
	0.13

	
	高津取水口
	
	0.20～1.68
	0.65

	
	大津川橋
	
	0.00～1.98
	0.70


[image: image4.emf]高津取水口


図4-4  事業計画地から排水された水の流下経路






























































































































































































水位観測結果一覧表(平成16年) 
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